
現場継手部

内タ゛イヤフラム

溶接基準図 （注）ｆ：余盛 Ｇ：ルート間隔 Ｒ：ルート面 Ｓ：サイズ（単位㎜）

３． すみ肉溶接
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８以下
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・但し片側溶接の場合はＳ＝ｔとする

・ｔはｔ１、ｔ２の小なる方とする

・余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする
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０．５≦ｆ≦３（ただし、ｔ≧１５のとき４㎜とする）
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溶接姿勢
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（裏はつり後溶接）

６

（裏はつり後溶接）

（裏はつり後溶接）

５． 突合せ溶接（平継手 Ｔ形継手）
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・軸力が加わる場合のＳは母材と同一と

することが望ましい

４． 部分溶け込み溶接

２

ｔ１
・両側に補強すみ肉溶接を付加する
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溶接姿勢
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１． 溶接方法

・アーク手溶接（ＭＣ）

・アークエアガウジング（ＡＡＧ）

・ガスシールド半自動アーク溶接（ＧＣ）

・セルフ（ノンガス）シールド半自動アーク溶接（ＮＧＣ）

２． 溶接姿勢

下向き Ｆ 立向き Ｖ 横向き Ｈ 上向き Ｏ
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ｔ

溶接姿勢

６＜ｔ

ｔ

溶接姿勢

６＜ｔ＜１６

ｔ

溶接姿勢

ｔ≧１６

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

Ｓ＝ｔ／４

Ｓ＝ｔ／４

ｔ１

Ｓ＝ｔ／４

・補強すみ肉溶接を付加する

（合成床の場合は設計図書による）デッキプレート受プレート

内 外 内 外

角型鋼管現場継手 注） 現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行なう

５０程度
Ｄ

Ｄ

□ Ａタイプ □ Ｂタイプ

大組み立て

１． 角型鋼管柱

２． Ｈ形鋼柱

仕口の標準

Ｈ型鋼柱 角型鋼管柱
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又は
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２０以上
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又は

同厚以上

梁ＦＰＬと

又は

又は

又は

同厚以上柱鋼管と

又は

内ダイアフラムの場合は柱の角のＲに

梁フランジが接しないこと

Ｒ

フランジプレート折曲げ規定

同厚以上
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０
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Ｒ

梁現場継手位置

設計上必要な長さ以上

又は

又は

ガス抜き
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１０．塗装
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同厚以上

梁ＦＰＬと
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同厚以上
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勾配が１／５をこえる場合は補強プレートＰＬ≧６をいれる

１
０

０
以

上

ｃ

１

１． 柱通し

２． 梁通し

３． ハンチ梁

４． 仕口平面図

ａ ｂ ｃ

４４

ａ ｂ ｃ

６． フレアー溶接

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

Ｂ

ｓ

ｔ

・９～１６ｍｍは１パス以上、１９ｍｍ以上は２パス以上とする

・溶接角度θは３０～４０°とする
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Ｋ形の場合
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寸法（ｍｍ）
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８０以下

１． 防錆塗装の範囲は高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分及び

３． 現場における高力ボルト接合部は素地調整を入念に行う

４． 耐火被覆部分の塗装

□ 行う □行わない

組み立てにより肌あわせとなる部分、密閉となる内面以外の部分とする

２． 塗装面の素地調整は動力工具を主体とし、手工具を併用しさび落としを行う
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柱の角のＲに接しないこと

１

又は

Ｈ ａ

ａ

ｂ
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ａ

２． ウェブプレート厚さが１０㎜を越える場合は両面補強とする

４． スリーブは梁せいの中央１／２の範囲とする

大梁が斜めの場合は

溶接と添板のボルト

締めに注意のこと

特記による

特記なき場合は板厚１２㎜

リブプレート（特記による）

補強プレートはウェブプレート厚さ以上

０．２Ｈ≦φ≦０．３Ｈ

ａ＝２φ以上

ｂ＝３φ以上
φφ

Ｌ

Ｌ：特記による

１． φが０．２Ｈ以下は補強なし

３． φが０．４Ｈ以上は特記による

２０以上

山型ラーメン棟部の継手

貫通孔補強

０．３Ｈ≦φ≦０．４Ｈ

補強プレートはウェブプレート２倍以上

ａ＝２φ以上

１ １

６． その他の認定工法はそれぞれの仕様書による

Ｆ・Ｖ・Ｈ

通しダイヤフラム
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間 又は

又は

又は

内ダイヤフラム

内ダイヤフラムの場合は

又は

ｃ

通しダイヤフラム

柱ＦＰＬと同厚以上かつ

梁ＦＰＬの２サイズＵＰ

５． 梁端部（スパンの１／１０以内かつ２Ｈ以内）およびブラケット内は避ける

ＦＢ－６ｘ５０

柱 側 梁 側

５０

５
０

５０ １０

５
０

裏側のみ片面すみ肉溶接とする

内ダイヤフラム

２５以上

２５以上 ２５以上

２５以上

２５以上

２５以上

２５以上

２５以上

１

フランジの曲げ半径は８ｔ以上とする
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